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病院機能評価 について

【つなぐ】～地域の方々と医療をつなぐ、信頼される病院を目指して～

つなぐつなぐつなぐ
病院機能評価により、一定の水準を満たした病院は「認定病院」となります。

当院も病院機能評価の認定を受けています。

【 なにを基準に評価するか 】
４つの対象領域から構成される評価項目を用いて、病院組織全体の運営管理および提供
される医療について評価を行います。

1領域 「患者中心の医療の推進」
2領域 「良質な医療の実践1」
3領域 「良質な医療の実践2」
4領域 「理念達成に向けた組織運営」

【 病院機能評価とは 】
第３者機関である公益財団法人日本医療機能評価機構が、病院を対象として組織全体の
運営管理および提供される医療について、患者の目に触れない部分も含めて中立的・科
学的・専門的な見地から病院の優れている点や課題を明らかにするものです。
所定の評価項目に沿って、組織的に医療を提供するための基本的な活動が適切に実施
されているかどうかを評価する仕組みです。

【 認定されると？ 】
病院機能評価の審査の結果、一定の水準を満たしていると認められた病院が、「認定
病院」です。当機構は、認定病院に対し、「認定証」「認定シンボルマーク」「認定病院ポ
スター」を発行し、国民が病院に関する適切な情報を得られる様に病院機能評価結果を
情報提供しています。

認定病院は、地域に根ざし、安心と安全、信頼と納得の得られる医療サービスを提供す
べく、日常的に努力している病院と言えます。現在、全国の約 25 % の病院が病院機能
評価を活用しています。
評価の結果により明らかになった課題に対し、病院は医療の質向上・効果的なサービス
の改善に取り組みます。



こちらのQRコードを携帯の でうつして
ボタンを押すとすぐに見れます！

池上総合病院のYouTubeはご覧いただきましたか？
当院医師が解説する疾患動画「教えて！Dｒ池上」をはじめ、栄養士監修「池上レシピ」
医療講演の模様も配信しています。
なかでも人気があるのが密着シリーズ！「オペ看護師に1日密着してみた！」は１ヶ月
で25万再生に達しました。まだご覧いただけていない方はぜひQRコードから簡単に
視聴できますのでチェックしてください！

YouTube

集英社 漫画雑誌「ココハナ」
酒井恵理先生「燕はもどってこない」に取材協力しました！

主人公が非正規職員として病院に勤めている設定のため、病院の内部を
取材させて欲しいと依頼があり、1月13日（土）に集英社の担当の方と
漫画家の 酒井恵理さんが当院を訪れました。
当日は受付まわりから外来、病棟をはじめ、なかなか見ることができない
ロッカーや休憩室などをご案内し、お2人は めずらしそうに写真におさめ
ていました。
「燕は戻ってこない」は 第57回吉川英治文学賞、第64回毎日芸術賞を
受賞した作品で 4月30日からは女優の石橋
静香さんが主演でNHKでドラマ化されます。
代理母出産という難しいテーマのお話しですが
当院が忠実に描かれている場面があり、楽しみ
ながら見ることができると思いますので是非
みなさんも漫画をご覧下さい。
※当院が参考になっているのは漫画のみです。

酒井恵理先生

ココハナ 4月号
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